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町 の 動 き

表
紙「
つ
く
し
」の
イ
ラ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
　

山
下
真
由
美
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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（平成27年２月末日現在）   世帯数  3,233戸（－2） 男3,668人（－7） 女4,196人（－2） 計7,864人（－9）

①

④

⑨ ⑪

⑩

③

⑥⑤

⑧⑦②

　

日
増
し
に
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

春
で
す
ね
。
春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季

節
。
町
内
の
中
学
校
で
は
、
55
人
の
卒
業

生
が
恩
師
や
友
と
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

に
向
か
っ
て
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
い
、
別
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
し
な
が
ら
大
き
く
成
長
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
貴
重
な
経
験
を
自

身
の
将
来
の
た
め
、
そ
し
て
苓
北
町
の
発

展
の
た
め
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

暖
か
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

朝
夕
冷
え
込
み
ま
す
。
皆
さ
ま
、
健
康
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

【
Ｙ
・
Ｍ
】

編
集
後
記

夢と希望を胸に学び舎を巣立つ
坂瀬川中学校卒業式

　町内の各中学校では３月13日、卒業証書授与式が行
われました。そのうち坂瀬川中学校では、同中学校最後
の卒業生が在校生・保護者や来賓が見守る中、卒業証書
を受け取りました。
　その後、在校生を代表して松元将吏くんが「私たちは、
優しい先輩方を尊敬し、手本としてきました。これから
自分の選んだ道で、夢に向かって精一杯がんばってくだ
さい」と送辞を述べると、続いて、卒業生一人一人が在
校生や先生方、家族、地域の皆さんとの思い出を語り、
卒業生全員で「ありがとうございました」と感謝のこと
ばを述べました。
　卒業生たちは、これまでの思い出が走馬灯のように駆
けめぐる中、涙にむせびながらも顔を上げ、夢と希望を
胸に思い出の学び舎を後にしました。

①在校生らに向かって歌う卒業生　　②卒業式を見守る在校生
③④⑤⑥⑦卒業証書授与　　　　　　⑧送辞を述べる松元将吏くん
⑨希望を胸に会場を後にする卒業生　⑩教え子との別れを惜しむ先生方
⑪成長した子どもの姿に感無量の保護者の皆さん

【今月の主な内容】【今月の主な内容】
坂瀬川中学校閉校記念式典
熊本県内市町村合同特集“笑顔”の魔法
坂瀬川中学校閉校記念式典
熊本県内市町村合同特集“笑顔”の魔法

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～３

・・・・・・・・・・・・・Ｐ４～５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～３

・・・・・・・・・・・・・Ｐ４～５ほかほか

【関連記事は26ページ】【関連記事は26ページ】

坂瀬川中学校最後の卒業式坂瀬川中学校最後の卒業式

化学消防車を更新配備
　苓北分署の化学消防車が最新の車輌に更新され
ました。化学消防車は、水による消火が不可能・
困難な火災に対
応できる消防車
です。町民の生
命と財産を守る
車輌が更新され、
頼もしい限りで
す。
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坂
瀬
川
中
学
校
閉
校
記
念
式
典
が
３
月
15

日
、
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
学
校
関
係
者
、
卒
業
生
や
地
域
住

民
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
。
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

坂
瀬
川
中
学
校
は
昭
和
22
年
、
坂
瀬
川
村

立
中
学
校
と
し
て
創
立
。
昭
和
30
年
の
町
村

合
併
に
よ
り
苓
北
町
立
坂
瀬
川
中
学
校
と
改

称
し
、
全
国
各
地
で
活
躍
す
る
有
為
の
人
材

を
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒

数
は
、
昭
和
36
年
に
３
１
０
人
の
生
徒
が
在

籍
し
て
い
た
の
を
最
高
に
、
現
在
は
28
人
ま

で
に
減
少
。
27
年
度
か
ら
町
内
の
全
中
学
校

が
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
田
嶋
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、

豊
岡
天
草
教
育
事
務
所
長
、
野
﨑
議
員
、
宮

﨑
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
原
口
校
長
が
あ
い
さ
つ
。

同
校
の
教
育
、
運
動
、
文
化
面
で
の
輝
か
し

い
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
代
表
の
山
下
虎
太
郎
く
ん
が
「
私

た
ち
は
、
坂
瀬
川
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

坂
瀬
川
中
学
校
を
誇
り
に
思
い
、
目
標
に
向

か
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
旗
が

収
納
さ
れ
、
68
年
の
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
同
校
卒
業
生
の
澁
谷
真
佐
子

さ
ん
ら
に
よ
る
閉
校
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
「
坂
瀬
川
部
落
巡

り
」
や
「
校
歌
」
な
ど
を
合
唱
。
坂
瀬
川
中

学
校
を
偲
ぶ
歌
声
が
会
場
に
こ
だ
ま
し
ま
し

た
。
最
後
は
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行

い
、
思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

坂瀬川中学校閉校記念式典坂瀬川中学校閉校記念式典

ありがとう　坂瀬川中学校ありがとう　坂瀬川中学校
忘れんばい坂中　見守られて68年間忘れんばい坂中　見守られて68年間

校旗収納（左：尾上瑠佳さん　右：長野聡斗くん）

閉校記念碑除幕

式辞を述べる田嶋町長

生徒代表あいさつ（山下虎太郎くん）

閉校を惜しむ地域の皆さん

壁に貼られた懐かしい写真

会場に響く万歳三唱

「坂瀬川部落巡り」を歌う皆さん

坂口亜紀子さんの伴奏で歌う澁谷真佐子さん

主
な
で
き
ご
と

坂
瀬
川
中
学
校
の
あ
ゆ
み

年

坂
瀬
川
村
立
坂
瀬
川
中
学
校
設
立

初
代
校
長
小
山
軍
一
他
職
員
発
令

入
学
式
挙
行

校
歌
制
定

新
校
舎
落
成
／
開
校
式

町
村
合
併
に
よ
り
苓
北
町
立
坂
瀬

川
中
学
校
と
改
称

坂
瀬
川
青
年
団
よ
り
国
旗
掲
揚
台

寄
贈

制
服
、
制
帽
制
定

プ
ー
ル
完
成
（
小
学
校
と
共
用
）

校
舎
改
築
工
事
起
工
式

校
舎
改
築
落
成
式
／
外
構
工
事
完

了
（
な
か
よ
し
橋
）

校
旗
新
調

学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

熊
日
中
学
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
学

校
新
聞
「
波
の
穂
」
優
秀
賞
受
賞

頭
髪
校
則
改
正

体
育
館
耐
震
工
事
竣
工
／
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
工
事
竣
工

最
後
の
小
中
合
同
運
動
会
・
く
ま

モ
ン
応
援
隊
来
校
／
坂
瀬
川
町
民

体
育
祭（
本
校
運
動
場・中
学
校
最

後
の
参
加
）／
県
中
体
連
陸
上
競

技
大
会 

１
年 

小
山
倖
生 

１
０
０ｍ

８
位
入
賞
／
波
の
穂
フ
ェ
ス
タ
／

全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県

最
優
秀
賞
受
賞 

３
年 

松
下　

葵

卒
業
式
／
閉
校
式
／
閉
校
記
念
式

典
／
閉
校

Ｓ
22

Ｓ
23

Ｓ
25

Ｓ
30

Ｓ
33

Ｓ
42

Ｓ
46

Ｓ
58

Ｓ
59

Ｈ
３

Ｈ
８

Ｈ
10

Ｈ
16

Ｈ
22

Ｈ
26

Ｈ
27

※

閉
校
記
念
式
典
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
一
部
抜
粋



“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリーミ
ュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集２０
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演
奏

し
て
く
れ
た
カ
ン
ト
リ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は
大
き
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢

こ
の
音
楽

が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ
け
で
大

学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌
手
の
道

を
選
び
ま
し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。
私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一

番
。
人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り

を
広
げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く

ら
い
楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠
く

離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ
て

い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の
継
続

を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (74)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こうち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  　
　

和
田 

要か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　
自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　 　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　
　
　
　  

「
生
き
が
い
」

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ”笑顔”の魔法 ―

進
む
県
内
の
高
齢
化

interview

◎Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10万人

20万人

30万人

40万人

50万人

60万人

15.4%

18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%

31.6%
33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

万人

54.5
51.3 万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

「退職して良かったと思えたのは 1カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　
　
あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？

45
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い
て

●決定した保険料率
　均等割額　47,900円
　（被保険者全員が等しく負担する保険料）
　所得割率　9.26％
　（所得に応じて負担する保険料）
●保険料の計算式
　保険料額（年額）＝均等割額　47,900円＋
　所得割額｛（総所得金額など－33万円）×9.26%｝
　※保険料の上限額は年額57万円です。

■保険料の軽減（表１）
●均等割額の軽減 

●所得割額の軽減 

●被用者保険加入者に扶養されていた人

■誕生日で違う特別徴収の開始月（表２） 

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収
の開始月

平成２７年
４月から

平成２７年
６月から

平成２７年
８月から

平成２７年
１０月から

普通徴収は
ありません

普通徴収は
ありません

平成２７年
７月

平成２７年
７・８・９月

平成２７年２月２日から
平成２７年３月31日までの人 

平成２６年12月２日から
平成２７年２月１日までの人

平成２６年10月２日から
平成２６年12月１日までの人

平成２６年４月２日から
平成２６年10月１日までの人

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額など

＊総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は
　適用されません。

軽減割合

９割

８.５割

５割

２割33万円＋「47万円×世帯の被保険者数」
以下の世帯（軽減拡大）

33万円＋「26万円×世帯の被保険者数」
以下の世帯（軽減拡大）

33万円以下の世帯

33万円以下の世帯で、被保険者全員の年金
収入が80万円以下、所得がない世帯

被保険者の総所得金額など 軽減割合

５割33万円＋58万円以下の人

　特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽
減され、所得割額はかかりません。
■対象者　資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に
　　　　　扶養されていた人

　

県
内
に
住
所
が
あ
る
75
歳
以
上
の
人
（
65

〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
認
定
を

受
け
た
人
を
含
む
）
は
、「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
対
象
と
な
る
被
保
険
者
全

員
が
納
め
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、
次
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
が
低
い
人
や
被
用
者
保
険
加
入
者

（
協
会
け
ん
ぽ
、健
保
組
合
、共
済
組
合
な
ど
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、
継
続

し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
の

表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年
金
か
ら

差
し
引
き
す
る
「
特
別
徴
収
」
か
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
の
「
普
通
徴
収
」
に
よ
り

納
め
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人

　

４
月
か
ら
年
金
差
し
引
き
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人

　

７
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
受
給
額
が

18
万
円
未
満
の
人
を
除
く
）
で
、
平
成
26
年

４
月
２
日
以
降
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
人
は
、
平
成
27
年
度
途
中
か
ら
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
下
記
の
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収
に

よ
り
納
め
て
い
る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
、

保
険
料
を
口
座
振
替
で
の
納
付
へ
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
が
変
更
と
な

る
場
合
、
過
去
の
保
険
料
や
一
部
負
担
金
の

額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
差
額
分

の
納
付
書
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
永
野

　

☎
○内
１
４
２　

○町
39
―
０
０
０
２

 代 理 投 票
　身体の故障または字の読み書きができないため自ら
投票することができない人は、補助者による代理投票
ができます。ご遠慮なく係員にお申し付けください。
※投票管理者の命を受けた補助者が、立会人のもとで
選挙人の意志を確認し、選挙人に代わって投票用紙
の記入を行います。

 不在者投票
●町外に滞在している人
　選挙期間中、町外に仕事や学業などで滞在している
ため、役場での期日前投票や当日投票ができないよう
な人は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票ができ
ます。
　この場合、あらかじめ投票用紙などを苓北町選挙管
理委員会に直接または郵便で（告示日前でも請求でき
ます）することが必要です。なお、この方法は、やり
とりに日数がかかりますので、早めの手続きをお願い
します。

 入　場　券
　投票所入場券は、４月６日までに各世帯へ郵送する
予定です。この投票所入場券を投票所にご持参くださ
い。投票所入場券がない場合でも、本人と確認できれ
ば投票することができますので、お気軽に係員にお申
し付けください。

■問い合わせ先
　苓北町選挙管理委員会（役場総務課内）
　☎○内２１０　○町３５－１１１１

 投票できる人
　今回投票できる人は、平成７年４月13日までに生ま
れた人で、平成27年１月２日までに苓北町に住民票が
作成され、引き続き３カ月以上住民基本台帳に登録さ
れている人です。

 投 票 日 時　４月12日（日）
 　　　　　　午前７時から午後６時まで

 投　票　所　下記投票所一覧をご覧ください。

 投票の方法
　投票用紙に投票しようとする候補者１人の氏名を記
載して投票します。

 期日前投票
　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの用事で、４
月12日（日）に投票できない人は、期日前投票制度を利
用してください。
  投票の際には、期日前投票所へ投票所入場券を持参
し、宣誓書への記載、投票用紙への記載のあと選挙人
本人が投票用紙を直接投票箱
へ入れます。
■期日前投票期間
　４月４日（土）から
　４月11日（土）までの毎日、
　午前８時30分から
　午後８時まで
■期日前投票所
　役場１階大会議室

平
成
27
年
度
は
保
険
料
軽
減

対
象
者
が
拡
大
し
ま
す

保
険
料
の
納
め
方
は
２
つ

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ

変
更
可
能

所
得
の
変
更
で
保
険
料
な
ど
が
変
更

４月12日（日）は
熊本県議会議員一般選挙の投票日です
４月12日（日）は
熊本県議会議員一般選挙の投票日です
４月12日（日）は
熊本県議会議員一般選挙の投票日です

投 票 区
第１投票区
第２投票区
第３投票区
第４投票区
第５投票区
第６投票区
第７投票区
第８投票区
第９投票区

　　　　住所区域（行政区）
坂瀬川の鶴区
坂瀬川地区（鶴区を除く）
上津深江地区 
志岐地区（上津深江地区、三区を除く）
白木尾、内田、年柄
富岡（五丁目～八区）
富岡（元袋～四丁目）
都呂々地区（木場地区を除く）
都呂々木場地区

　　　　投　　票　　場　　所
鶴公民館
坂瀬川小学校体育館
上津深江集会所
苓北町保健センター（苓北町役場横）
志岐三区集会所（内田ボンディーヌ長崎横）
出来町公民館 
富岡小学校体育館
都呂々公民館 
都呂々木場集会所

【投票所一覧表】
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40歳を超えている皆さまへを超えている皆さまへ40歳

の人ならどなたでも加入できます。
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Information

農
作
業
で
失
わ
れ
て
お
り
、
特
に
ト
ラ
ク
タ

ー
の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
秋
の
収

穫
と
と
も
に
、
１
年
の
う
ち
で
最
も
農
作
業

の
事
故
が
発
生
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
特
に
次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
点
】

●
高
齢
者
の
事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
転

倒
事
故
が
多
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

●
道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な
ど
、
作
業

の
周
辺
を
充
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
ま
た
例
年
、
水
田
荒
ぐ
れ
な
ど
の
作
業

後
、
公
衆
用
道
路
な
ど
に
泥
が
散
乱
し
、

自
転
車
、
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
な
場
合

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
泥
は
取
り
除
い
て
か
ら
走
行
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

担
当
／
坂
本

　

☎
○内
１
２
０　

○町
39
―
０
０
０
０

　

平
成
27
年
度
の
長
崎
苓
北
会
総
会
お
よ

び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

苓
北
町
出
身
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
お

友
だ
ち
で
長
崎
に
住
ん
で
い
る
人
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
長
崎
苓
北
会
を
同
窓
会
の
場
と

し
て
ご
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
日
時

　

４
月
25
日（
土
）午
前
11
時
30
分
開
会

　

（
受
付
：
午
前
10
時
〜
）

■
場
所

　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ン
ダ

　

長
崎
市
常
盤
町
２
―
２
４

　

☎
０
９
５
―
８
２
７
―
６
１
２
１

■
会
費

　

男
性　

５
，０
０
０
円

　

女
性　

４
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
苓
北
会
事
務
局（
㈲
柴
田
運
送
内
）

　

柴
田
重
義　

　

☎
０
９
５
―
８
２
４
―
５
７
０
７

　

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を

記
載
し
た
「
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

■
縦
覧
で
き
る
人

　

町
内
に
所
有
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の

納
税
者（
ま
た
は
代
理
人
）、納
税
管
理
人

　

■
期
間

　

４
月
１
日（
水
）か
ら
６
月
30
日（
火
）ま

で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。※
土・日
曜
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

　

■
縦
覧
場
所　

税
務
住
民
課

　

■
手
数
料　

無
料

　

■
持
参
品

　

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
代
理
の
と
き
は
委
任
状

も
必
要
で
す
）。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課　

担
当
／
長
舩
・
山
口

　

☎
○内
１
１
１　

○町
39
―
０
０
０
２

　

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
が
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す（
５
月
31
日
ま
で
）。

　

毎
年
県
内
で
は
、
10
人
前
後
の
尊
い
命
が

固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す

税
務
住
民
課

農
作
業
安
全
に

努
め
ま
し
ょ
う

農
林
水
産
課

　

長
年
親
し
ん
で
い
た
だ
い
た
苓
北
町
郷
土

資
料
館
を
、
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館

し
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
歴
史
資
料
館
と
な
る
富
岡

城
二
の
丸
長
屋
は
、
７
月
中
の
開
館
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

担
当
／
小
野

　

☎
○内
４
０
２　

○町
35
―
２
１
１
１

　

生
活
保
護
に
関
す
る
相
談
を
面
談
ま
た
は

電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

生
活
保
護
の
申
請
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

人
、
病
気
や
高
齢
の
た
め
に
仕
事
が
で
き
な

い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
日
時　

４
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
面
接
相
談
場
所

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

　

熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34
号

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
―
１
３
９
―
８
０
０

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

司
法
書
士　

髙
橋
愛
子

　

☎
０
９
６
―
３
８
１
―
８
７
７
７

郷
土
資
料
館
を

　
　
　
閉
館
し
ま
す教育

委
員
会

　

町
内
学
校
で
勤
務
し
て
い
た
だ
く
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
再
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
募
集
資
格　

幼
稚
園
、
小
・
中
・
特
別
支

援
学
校
の
教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
の
免

許
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
、
意
欲
を

も
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き
る
人
。

■
任
用
期
間

　

4
月
20
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日

■
勤
務
時
間
な
ど　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
週
28
時
間

45
分

※
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
日
の
勤
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
報
酬　

日
額　

６
，１
０
０
円

■
勤
務
内
容　

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
支

援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
学
習

支
援
な
ど

■
応
募
方
法

・
募
集
期
間　

3
月
23
日
〜
4
月
3
日

・
提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書
、
資
格
が
証

明
で
き
る
書
類
の
写
し

・
提
出
先　

苓
北
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

苓
北
町
志
岐
6
6
0
番
地

　

※
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

個
人
面
接
。
面
接
場
所
お
よ

び
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

担
当
／
原
田

　

☎
○内
４
０
２　

○町
35
―
２
１
１
１

特
別
支
援
教
育
支
援
員（
非
常
勤

職
員
）を
再
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会

長崎に住む苓北町出身者の皆さんへ
　　　　　開催されます　長崎苓北会総会・懇親会

  

　富岡城跡に建築復元していた二の丸長屋・東角
櫓・西角櫓の本体工事が終わりましたので、見学会
を実施します。どなたでも見学できますので、お気
軽にご来場ください。
　なお、二の丸長屋は歴史資料館となりますが、今
後、展示作業を経て７月中の開館を予定していま
す。今回の見学会では展示品はありませんので、ご
了承ください。

■日時

　３月２７日（金）・２８日（土）・２９日（日）　
   午前１０時から午後３時まで
■問い合わせ先

　教育委員会　担当／本田
　☎○内４０４　○町35－２１１１

教育委員会

　☎○内１２０　○町39―００００

二の丸長屋・東角櫓・西角櫓の見学会を実施します

大勢でにぎわった昨年の長崎苓北会

二の丸長屋

西角櫓 東角櫓

  

開
催
し
ま
す
　

　
生
活
保
護
相
談
会

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会



産
業
と
交
通

　

近
世
の
産
業
は
農
業
が
中
心
で
、
富
岡
浦

の
漁
業
と
富
岡
町
を
中
心
と
し
た
商
業
が
あ

り
、
江
戸
時
代
の
末
に
炭
鉱
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
交
通
は
船
運
が
盛
ん
で
、
富
岡
港
を

起
点
と
す
る
航
路
が
開
け
ま
し
た
。

〔
農
業
〕

　

米
作
が
中
心
で
、
他
に
自
家
用
と
し
て
、

麦
・
粟
・
甘
藷
な
ど
が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

甘
藷
は
、
元
禄
４
年
（
１
６
９
１
年
）、
赤

崎
村
に
導
入
さ
れ
て
普
及
し
ま
し
た
。
天
災

に
強
い
作
物
で
、
次
第
に
主
食
と
な
り
ま
し

た
。
砂
糖
の
原
料
に
な
る
甘
蔗
は
、
幕
末
に

取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
田
畑
で
の
栽
培

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
野
山
が
開
墾
さ

れ
ま
し
た
。

〔
新
田
開
発
〕

　

代
表
的
な
も
の
は
、
富
岡
轟
新
田
で
す
。

八
代
郡
野
津
手
永
の
惣
庄
屋
犬
塚
久
常
の
指

導
を
受
け
て
、
萬
屋
重
恒
が
行
い
ま
し
た
。

富
岡
町
の
銀
主
で
、
先
代
は
、「
百
姓
相
続

方
仕
法
」
の
際
に
率
先
し
て
、
債
権
を
破
棄

し
ま
し
た
。
天
保
５
年
（
１
８
３
４
年
）
に

工
事
を
着
手
し
、同
９
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

〔
漁
業
〕

　

苓
北
地
域
で
は
、
東
が
坂
瀬
川
地
先
の
納

瀬
ま
で
、
南
が
高
浜
村
地
先
の
大
か
瀬
ま
で

を
、
富
岡
浦
の
区
域
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
範

囲
で
、
富
岡
浦
の
漁
民
が
漁
業
を
営
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
に
こ
の
漁
場
で
漁

業
を
営
み
た
い
者
は
、
料
金
を
支
払
い
ま
し

た
。

〔
漁
場
の
争
い
〕

　

漁
業
権
に
海
藻
を
含
む
か
ど
う
か
の
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
富
岡
浦
の
漁
民
は
含
む
と

考
え
、
他
の
村
で
は
、
以
前
か
ら
肥
料
と
し

て
採
取
し
て
き
た
の
で
含
ま
れ
な
い
と
の
解

釈
で
し
た
。
こ
の
件
に
関
連
し
て
、
ワ
カ
メ

の
採
取
を
め
ぐ
り
、
寛
政
11
年
（
１
７
９
９

年
）
12
月
に
、
志
岐
村
の
農
民
と
富
岡
漁
民

と
の
間
で
争
論
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
停
は
富
岡
漁
民
が
勝
利
し
て
、
志

岐
浜
下
で
の
ワ
カ
メ
収
穫
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
志
岐
村
側
は
、
藻
代
と

し
て
銭
一
貫
三
百
目
を
、
富
岡
漁
師
に
支
払

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で

富
岡
側
で
は
、
燃
料
の
薪
を
志
岐
の
山
林
で

採
取
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
志
岐

側
で
は
、
山
を
封
鎖
し
て
対
抗
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
の
解
決
に
は
３
年
か
か
り
ま
し

た
。

〔
鉱
業
〕

　

石
炭
が
商
品
と
し
て
採
掘
さ
れ
た
の
は
、

安
政
３
年
（
１
８
５
６
年
）
で
す
。
志
岐
村

か
ら
熊
本
へ
積
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
田
村

で
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
文
久
元
年
（
１

８
６
１
年
）
９
月
に
は
、
萬
屋
政
太
郎
が
志

岐
村
城
山
に
新
坑
を
開
い
て
い
ま
す
。

〔
陶
石
〕

　

都
呂
々
・
内
田
・
志
岐
・
富
岡
の
一
部
を

跨
ぐ
区
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
陶
磁
器
の

焼
成
原
料
や
、
砥
石
と
し
て
も
採
掘
さ
れ
ま

し
た
。
明
和
９
年
（
１
７
７
２
年
）
に
、
高

浜
村
の
伝
右
衛
門
は
、
都
呂
々
村
の
砥
石
掘

出
し
の
た
め
の
出
願
を
し
ま
し
た
。

〔
商
工
業
〕

　

寛
延
３
年
（
１
７
５
０
年
）
の
『
富
岡
町

明
細
帳
』
に
よ
れ
ば
、
小
間
物
商
人
19
人
、

木
薬
屋（
薬
屋
）２
人
、医
者
１
人
、外
療（
外

科
）１
人
、椛
屋（
飲
食
店
）３
人
、桧
物
師（
曲

げ
物
師
）
１
人
、
畳
師
４
人
、
桶
屋
４
人
、

家
大
工
５
人
、
船
大
工
１
人
、
線
香
屋
１
人
、

鍛
冶
屋
１
人
、
紺
屋
３
人
、
左
官
４
人
、
茅

屋
葺
６
人
、
油
屋
２
人
、
酒
屋
16
人
、
計
74

人
で
し
た
。
酒
屋
は
、
寛
文
５
年
（
１
６
６

５
年
）の
戸
田
忠
昌
時
代
に
登
録
制
に
な
り
、

郡
で
、
内
62
軒
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
富
岡

町
で
は
16
軒
で
、
寛
延
年
間
も
こ
の
軒
数
が

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

〔
海
上
交
通
〕

　

寛
延
３
年
の
史
料
に
は
、
富
岡
港
か
ら
各

主
要
港
へ
の
距
離
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。（
１

里
≒
３
・
９
２
７
㎞
）

肥
前
島
原
へ　

海
上
15
里（
58
・
９
㎞
）

肥
前
長
崎
へ　

海
上
大
廻
り
21
里（
82
・
５
㎞
）

　
　
　
　
　
　

茂
木
通
り
８
里
半（
33
・
４
㎞
）

　
　
　
　
　
　

内
海
上
７
里（
27
・
５
㎞
）

肥
前
佐
賀
へ　

海
上
33
里（
１
２
９
・
６
㎞
）

筑
後
柳
川
へ　

海
上
31
里（
１
２
１
・
７
㎞
）

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
36
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

筑
後
久
留
米
へ　

海
上
38
里（
１
４
９
・
２
㎞
）

肥
後
熊
本
へ　

22
里
内
海
20
里（
78
・
５
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
２
里（
７
・
８
㎞
）

肥
後
八
代
へ　

海
上
21
里（
82
・
５
㎞
）

肥
後
球
磨
へ　

37
里
内
海
上
21
里（
82
・
５
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
16
里（
62
・
８
㎞
）

薩
摩
鹿
児
島
へ　

海
上
41
里（
１
６
１
㎞
）

歴
代
天
草
代
官（
20
代
〜
26
代
ま
で
）

　
﹇
長
崎
代
官
兼
任
帯　

任
官
年
月
﹈

　
　

20
代　

高
木
忠
任

　
　
　
　
　

文
化
10
年（
１
８
１
３
年
）３
月

　
﹇
日
田
郡
代
兼
帯　

任
官
年
月
﹈

　
　

21
代　

塩
谷
正
義

　
　
　
　
　

天
保
３
年（
１
８
３
２
年
）３
月

　
﹇
長
崎
代
官
兼
任　

任
官
年
月
﹈

　
　

22
代　

高
木
忠
篤

　
　
　
　
　

天
保
３
年（
１
８
３
２
年
）７
月

　
　

23
代　

高
木
健
三
郎

　
　
　
　
　

弘
化
３
年（
１
８
４
６
年
）８
月

　
﹇
日
田
郡
代
兼
任　

任
官
年
月
﹈

　
　

24
代　

竹
尾
忠
明　

　
　
　
　
　

弘
化
４
年（
１
８
４
７
年
）５
月

　
　

25
代　

池
田
岩
之
丞　

　
　
　
　
　

弘
化
５
年（
１
８
４
８
年
）１
月

　
﹇
長
崎
代
官
兼
任　

任
官
年
月
﹈

　
　

26
代　

高
木
健
太
郎

　
　
　
　
　

文
久
２
年（
１
８
６
２
年
）１
月
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か
ん
し
ょ

か
ん
し
ょ

と
ど
ろ
き

か
ん
せ
い

め
い 

わ

か
ん
え
ん

か
ん
ぶ
ん

こ
う 

か

ま
き

ぶ
ん
き
ゅ
う

あ
ん
せ
い

ぎ
ん
し
ゅ

て
ん
ぽ
う

か
た
し 

ほ 

う

さ
い
け
ん

は　

き

ひ
ゃ
く
し
ょ
う
あ
いつ
づ
き

そ
う
し
ょ
う
や
い
ぬ
づ
か 

ひ
さ
つ
ね

よ
ろ
ず
や 

し
げ
つ
ね

げ
ん
ろ
く

■竹の子ごはんの作り方
①米と麦はといでザルにあげ、30分くらい水気を切って
おく。

②竹の子は短冊切りにする。
③人参は３～４㎝の長さの千切り、油揚げは熱湯をかけて
油抜きして、同様の千切りにする。鶏もも肉は小口切り
にする

④だし汁で②③の具を煮て味付けする。
⑤炊飯器に①と④を入れ、水加減をして炊き込む
※生の竹の子は皮をむいて、米のとぎ汁で30～40分茹
で、そのまま一晩おいてあくをとりましょう。

※子どもは油揚げや鶏もも肉などを加えた方が、食べやすい
ようです。木の芽や絹さやを添えても彩りがきれいです。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「食事のマナーを考えて食べよう」

　春、草木が芽を出し、グングン伸びるこの時期の野菜
は、強い生命力を秘めているといわれます。竹林の地面に
ニョキッと頭を出してくる竹の子は、かつては春のスタミ
ナ食といわれたほどで、待ちかねて食べられる食材です。
最近、野菜の旬がわからなくなってきましたが、新鮮な竹
の子の風味は春そのものです。
　４月の目標は、「食事のマナーを考えて食べよう」で
す。新年度の楽しい給食の時間になるよう、マナーを守っ
て食事をしましょう。

４月の目標

竹の子ごはん
（４月17日の献立）
竹の子ごはん
（４月17日の献立） ■材料名 （子ども４人分）

　米…………140ｇ
　麦…………20ｇ
　竹の子……40ｇ
　鶏もも肉…40ｇ

油揚げ……8ｇ
人参………20ｇ
だし汁……20㏄
三温糖……4ｇ

塩………0.8ｇ
酒………2ｇ
しょうゆ…小さじ２

チームぱくぱく

「一年間の活動のまとめ」
チームぱくぱく

「一年間の活動のまとめ」
チームぱくぱく

「一年間の活動のまとめ」

福祉保健課福祉保健課学校給食学校給食

保育園保育園

　園児たちは「今日は小学校のお兄ちゃんたちと同じメニュ
ー！」と共通メニューの日は楽しみに登園してくれます。
　夕食時の食卓では、共通メニューの会話で楽しい食事にな
ります。来年度も地域が食を通して子どもの育ちを見守りな
がら、行政・学校・保育園で実施している共通メニューが家
庭との架け橋になるよう、今後も継続していきたいと思いま
す。

　保小中の連携の中で、さまざまな情報交換ができ、
日々の活動に生かすことができました。
　また共通メニューの取り組みを通して、子どもたち
同士のつながりも見えるようになりました。今後も子
どもたちの｢食を大切にする心｣を育むため、愛情たっ
ぷりの給食を作っていきたいです。

　子どものころからのよい食習慣は、大人になってか
らの生活習慣病予防のために大切なことだと思いま
す。保育園、学校、行政が連携をとって、地域の子ど
もたちの「食」を考えるこの“ チームぱくぱく ”は、
将来の苓北町をよい方向に向けてくれると思っていま
す。

富岡保育園のおともだち
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　苓北町ソフトテニス協会主催のインドアソフトテニス大会
が２月22日、坂瀬川小学校体育館で開催されました。
　大会は、熊本国体、熊本選抜、長崎選抜、天草選抜の４チ
ームで争われ、苓北町出身選手を含む24人の選手が熱戦を展
開。会場に集まったソフトテニス愛好者を魅了しました。
　また大会前日には、出場選手がソフトテニスを行う子ども
たちへ基礎力を高める指導などを行い、レベルアップを図り
ました。なお、優勝は熊本国体チームでした。
【苓北町出身選手】　熊本国体　荒木　　翔さん（志岐）
　　　　　　　　　　天草選抜　金子　龍太さん（坂瀬川）

一流選手のプレーを間近で観戦
インドアソフトテニス大会

食と農を守る・ふるさとの味交換会

自然ならではの体験に大満足
木場の杜自然学校でシイタケ駒打ち・こんにゃく作り

▲駒打ちに夢中の参加者

　NPO天草木場の杜自然学校主催によるシイタケ駒打ち・
こんにゃく作り体験が２月22日、同校で行われました。体験
には、町内外から約30人が参加。天竺を望む豊かな自然に囲
まれながら、地元産のこんにゃくいもを使ったこんにゃく作
りと、クヌギのほだ木にドリルで穴を開け、菌の付いた駒を
打ち込んでいくシイタケ駒打ちを体験しました。
　駒打ちは初めてという田尻康祐くん（志岐小４年）と悠人
くん（同小１年）兄弟は「駒打ちの音で音楽がつくれそうで楽
しかった。自分でつくったシイタケを早く食べてみたい」と
大満足の様子でした。

　地産地消と郷土料理の伝承、普及を目的としたＪＡれいほ
く女性部（小野三幸会長）主催による第30回食と農を守る・
ふるさとの味交換会が２月20日、苓北町農構センターで開催
されました。
　毎年、自慢の郷土料理やアイデア料理がズラリと並ぶこの
交換会。今年も会員の皆さんの手で作られた、地元の食材を
ふんだんに使ったちらし寿司、サバ寿司や米粉料理、フキノ
トウの天ぷらなど約50種類の料理が会場に所狭しと並べられ、
試食する皆さんを笑顔にしていました。

地元の食材を使った自慢の料理がずらり

▲自慢の料理が所狭しと並ぶ

▲ボールにとびつく荒木翔選手

元気で健康の決め手は食生活
いきいき健康長寿講演会

▲食と健康について語る岡部先生

　苓北町と熊本県後期高齢者医療広域連合は２月17日、熊本
県栄養士会理事で管理栄養士・介護支援専門員の岡部隆子先
生を志岐集会所に招き、「いきいき健康長寿講演会」を開催し
ました。
　岡部先生は、「いきいきおたっしゃ長寿のために～塩と糖
を考える～」をテーマに講演。調理や食卓で塩分を上手に減
らす方法や、血糖値が高めな人の食生活のポイントなど、食
と健康の関わりについて話し、会場を訪れた約２0０人が熱心
に耳を傾けました。

　志岐八幡宮と都呂々神社では３月15日、五穀豊穣、無病息
災を願う春季大祭が執り行われました。そのうち志岐八幡宮
では、鳥毛や神輿などの神幸行列が志岐地区内を練り歩き、
笛や太鼓の祭りばやしが春空に響き渡りました。
 また、地区内の数カ所では太鼓踊りや獅子舞の奉納が行わ
れ、沿道には多くの人が集まり、伝統ある地域のお祭りを楽
しんでいました。

春空に祭りばやしが響き渡る
志岐八幡宮春季大祭

レタス部会がレタスを寄贈

火災予防を啓発
一人暮らし老人家庭友愛訪問

▲友愛訪問で火災予防を呼びかける女性消防隊

　苓北町女性消防隊、天草中央消防署苓北分署および民生委
員の皆さんが３月１日、春季全国火災予防運動の実施に合わ
せて75歳以上の一人暮らし老人家庭を友愛訪問し、火災予防
を呼びかけました。
　友愛訪問を行った女性消防隊の一人は「火災は人の生命や
財産を奪います。火の元や火の取り扱いには十分注意して、
火災予防に努めてください」と訴えました。
　住宅用火災警報器の設置が義務化されています。まだ設置
されていないご家庭は、早めの設置をお願いします。

　ＪＡれいほくレタス部会（高戸義弘会長）は３月13日、役
場を訪問し、同部会員が真心込めて栽培した安全安心なレタ
スを「町の子どもたちに食べさせてください」と、田嶋町長
へ手渡しました。
　苓北町は県下随一のレタスの生産地。寄贈いただいたシャ
キッとみずみずしい新鮮なレタスは３月17日、学校給食共同
調理場でレタススープに調理され、町内児童・生徒に提供さ
れました。

新鮮で安全安心なレタスを食べて

▲田嶋町長にレタスを手渡す高戸会長（左）

▲激しく舞う獅子（志岐八幡宮）

地産地消活動などに高い評価
熊本県農業コンクール大会

▲賞状を手に笑顔の松本惠子さん

　第55回熊本県農業コンクール大会表彰式が１月29日、熊
本市で開催され、松本惠子さん（都呂々涼松区）が「食と農部
門」で優良賞を受賞されました。
　食と農部門は、地産地消活動、都市と農村の交流活動、食
育活動などを通じて地域の活性化に貢献している農業者や農
業を営む法人などを表彰するもので、松本さんの日ごろの取
り組みが高く評価されました。
　なお、このコンクール大会は、農業・農村の振興を図るこ
とを目的に毎年開催されています。
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■材料・分量
　じゃが芋……１００ｇ
　にんじん……１００ｇ
　米粉…………１３５ｇ

　かぼちゃ…１００ｇ
　玉ねぎ……半個

米粉でベジ離乳食米粉でベジ離乳食
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苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　赤ちゃんが風邪をひかないために～皮膚を刺激して鍛えることで、抵抗力をつけま
しょう～

　外気浴は、１カ月を過ぎたころからはじめます。外の空気にあたり、汗腺や毛穴の開け閉めの練習をしていきま
しょう。汗腺は３歳ころまでに完成するので、それまでに鍛えて、丈夫な皮膚を作っていきましょう。徐々に日光
にあたることで、紫外線への防衛反応に必要なメラニン色素を増やします。

　散歩の途中で見つけた可愛い草花や木々の芽吹
きの間に穏やかな日差しが降り注ぎ、春の訪れを
感じさせます。子育て支援センター「ひだまり」
では、「あのね！」「きいて、きいて！」とおし
ゃべりが上手になった子どもたちと、それに耳を
傾けて会話する親子の姿に、温もりを感じていま
す。
■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所および問い合わせ先
　新ふれあい館（社会福祉協議会）　☎35－1270

「くれよんカフェ」オープン
　「くれよんカフェ（認知症カフェ）」が２月25日、トータ
ルファッションもり店内にオープンしました。この日は町職
員、福祉施設職員や傾聴ボランティアの皆さん、認知症の人
やそのご家族などが参加して開所式を実施。また、熊本市の
ボランティアグループ「明日香会」の皆さんも駆けつけて自
慢の芸を披露するなど、カフェのオープンに花を添えまし
た。
　「くれよんカフェ」は、認知症の人とそのご家族が、お喋
りをすることで明るく笑顔になれる場所です。ご家族の不安
の解消や情報交換の場所でもあります。地域住民の人はどな
たでもご利用できますので、気軽においでください。認知症
や介護の専門職などが、温かいお茶を用意して待っていま
す。

■場　　所　トータルファッションもり店内
　　　　　　富岡３７０７－１　☎３５－０１０１
■開 所 日　毎月第１・第⒊日曜日
■開所時間　午前１０時～正午
■参 加 費　一家族１００円
■問い合わせ先　苓北町地域包括支援センター
　☎３５－１２８９　○町３５－１２６９今月のちょっと一言

「天草・苓北コース」オープン
古城めぐりウォ－キングトレイル

　九州オルレ「天草・苓北コース」オープン記念、古城め
ぐりウォ－キングトレイルが２月28日、富岡港を起点とす
る11㎞のコースで開催され、韓国や町内外からの参加者約
２００人が苓北を歩きました。
　富岡港で行われた開会式では、田嶋町長の歓迎のことば
に続いて、韓国・済州オルレのソ・ミョンソク理事長が
「苓北は美しい自然と歴史があり、おいしい食べ物もある
素晴らしいコースです」とあいさつ。その後、参加者は田
嶋町長のクラッカーの合図でスタート。苓北の自然や歴史
に触れながら、それぞれのペースで終点の温泉センターを
目指しました。

　天草市から参加した山
田功さん、佐藤香織さ
ん、勝木勇貴さんら３人
は「山海のコースは景色
がよく楽しめますね。コ
ースも整備されていて、
関係者の皆さんは大変だ
ったのではないでしょう
か。晴れていればもっと
良かったですね」と笑顔
で苓北のコースを楽しん
でいました。

岩下さんが九州地区特別賞
米粉料理コンテスト九州地区決勝大会

　第２回全国米粉料理コンテスト九州地区決勝大会が２月７日、
熊本市で開催され、米粉インストラクターの岩下和美さん（内
田区）が九州地区特別賞を受賞されました。今回、岩下さんが
出品したのは「米粉でベジ離乳食」。食物アレルギー対応の工
夫を凝らしたレシピが、今後多方面で大きな貢献が期待される
作品と認められました。
　岩下さんは「子どもたちに野菜や魚など、素材の味を知って
ほしいという思いで作りました。若いお母さんたちにもぜひ作
ってみてほしいですね」と笑顔で話しました。

▲天草・苓北コースのオープンを記念する「リボンほどき式」▲岩下和美さんと孫の結依ちゃん

▲「米粉でベジ離乳食」
▲白岩崎の海岸を歩く参加者

▲カフェのオープンを記念するテープカット

▲「明日香会」の演芸に会場が沸いた

▲天草市から参加の山田功さん（左）、
　佐藤香織さん（中）、勝木勇貴さん（右）

■作り方
①じゃが芋、かぼちゃ、にんじん、玉ねぎを大きめに
乱切りにして鍋に入れ、少し多めの水で煮る。

②①のじゃが芋、にんじん、かぼちゃをマッシャーで
潰す。

③②のじゃが芋に米粉を35ｇ、にんじん、かぼちゃ
にそれぞれ米粉50ｇを加えて、じゃが芋に①の野
菜スープを加えながら耳たぶ位の硬さにこねる。
（にんじんとかぼちゃは水分が多いため米粉の量を
多くする。スープも加えなくても良い）

④③の生地を小指くらいの大きさに丸め少し潰して、
沸騰したお湯で茹でる。浮いてきたら網ですくっ
て、水を入れたボウルに入れ、しばらくしたら取り
出し、にょっきを器に盛る。　

※にょっきを“すいとん”に入れてもＯＫです。

楽しい
散歩

楽しい
散歩

親子で
エアロビクス！
親子で
エアロビクス！

ボールをポ
イ！

ボールをポ
イ！
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園 児 の作 品

　表紙の絵を自分たちで描いた、世界にひとつだけのアルバムです。
　園生活、たくさんの思い出ができました。
　卒園まであと少し…。４月からは、いよいよ１年生です！

都呂々保育園
みどりぐみのおともだち

思い出がいっぱい
思い出がいっぱい

学
校
自
慢

学
校
自
慢

都呂々中学校
●私たちの自慢
　何でも最後までやりとげ
ようとする心や、何事も真
面目に取り組む姿勢には自
信があります。協力体制も
バッチリです。

●生徒から都呂々中学校へ
　68年間、守ってくれて
ありがとう。元気に登校し
て楽しい生活をおくること
ができました。これからも
見守ってください。

●生徒から保護者・地域の
皆さんへ
　学校行事など、いつも応
援してくださりありがとう
ございました。これからも
都呂々のことを忘れずにが
んばっていきたいです。

全校生徒：男子16人　女子15人　計31人　　
学 校 長：坂本　信也 校長先生

『New Action
　　～ 一人ひとりが輝く学校に～ 』
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第
５
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北
町
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表
彰
式

受賞された皆さん

楽しい行事や
要望な

ど、
お気
軽に
広報
係へ

こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。
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心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

　大正13年、西川内、田尻家の一人娘（９人兄弟）
として、生まれ育つ。16歳になった時、憧れと希
望に胸を膨らませ満州に渡った。ここ、満州、新京
では、百貨店の売り場や喫茶店のウェートレスなど
の接客業を経験した。喫茶店では、当時、コーヒー
20円、紅茶15円、ケーキもあった。外国人客も多
く毎日が新鮮で、ヤエノさんの思い出帳の第１ペー
ジとなっている。
　昭和20年８月終戦。その３年後、ようやく家族
と共に満州から帰郷した後は、酪農を中心に、米麦
甘藷、果樹などで生計を立てた。乳飲み子を背負っ
ての農作業、家事、育児とヤエノさんは、休む暇も
なく働いた。夫の太呂司さんは、「女は大変だねえ」
と、いつも労いの言葉をかけてくれた。ヤエノさん
を想い、夫の太呂司さんは、黙って洗濯機を取り付
けてくれた。手回しの脱水装置がついたものだった。
猪口家の生計を支えた果樹では、より甘く質の高い
ポンカン作りに夫の太呂司さんと奮闘した。
　早いもので、夫の太呂司さんがこの世を去り25
年が過ぎた。優しかった太呂司さんと共に歩んだ人
生が、ヤエノさんにとって心の糧となっている。最
愛の娘の、えみこさんに見守られながら、今日も精
力的に自分の仕事をこなしている。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　甘いものが大好きです。年中、甘いものばかり存分に食べ
て、ここまで長生きさせてもらいました。食べるのも見るの
も嫌なものは、馬刺しとウツボです。

　　好みの男性のタイプは？
　小さなことにグズグズ言う人は、嫌いです。男はおおらか
で、普段は大人しくても肝心な時にものを言える人が好きで
す。また、相手をいたわる心を持っている人はよかですね。

　　もし生まれ変わったら？
　農業で食われたら、農業が一番よかです。月給取りは、みん
なが他人ですから、気を使うので、大変だと思います。農業
は、自分のがんばり次第です。

　　長生きの秘訣は？
　忙しかことです。明日は○○、明後日は○○、といつも仕事
の段取りを考えています。私には、毎日仕事があります。寝
てばっかりじゃ、頭も体も動かんごとなりますけんね。楽し
みは、たまに同級生と集って、お茶を飲みバカ話をすること
です。年寄りには年寄り同士の話があっとですよ。また、畑
で作った野菜を、孫に送ってやることです。孫からの電話
は、とても楽しみです。

問問
ひ けつ

****忘れられない味、
　　　満州仕込みの水餃子****

　満州では、水餃子を売る屋台がたくさんあり、その旨さ
は今でも忘れられない味となっています。当時の味を思
い出しながら、ここにある材料で、よく作って食べさせた
ものでした。孫が「『ばあちゃんオリジナル餃子』の作り
方を、お母さんにも教えといてね!!」と言ってくれます。私
の水餃子のこだわりは、ひき肉は使わず、スライスした豚
肉を使います。豚の脂の部分は切り捨て、包丁で細かく
刻みます。ニラは塩もみしてしんなりさせ、ニンニクは入
れません。沸騰したお湯の中に餃子を入れると浮いてき
ます。さっとすくい揚げ、熱いうちにポン酢で食べます。

知恵袋
おばあちゃん

の

猪 口 ヤエノさん

いの くち

（大正13年10月21日生まれ）満90歳　和田区在住

明日は○○、明後日は○○？
No.168

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

切干大根を裏返し

丹精こめた高菜畑で

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

『
無
料
』で
お
譲
り
し
ま
す
。

　

◎
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
…
１
台

　

◎
ベ
ビ
ー
バ
ス
…
…
…
…
１
台

　

ご
希
望
の
人
は
、
４
月
９
日（
木
）ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。希

望
者
多
数
の
場
合
は
、
４
月
10
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
の

　
新
入
学
児
童
と

　
　
中
学
校
卒
業
生
徒
に

　
　
　
　  

祝
い
金
を
贈
呈

ひ
と
り
親
世
帯
の

　
新
入
学
児
童
と

　
　
中
学
校
卒
業
生
徒
に

　
　
　
　  

祝
い
金
を
贈
呈

　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
３
月
13

日
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
平
成
27
年
度
に
小
学

校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
５
世
帯

に
「
小
学
校
入
学
準
備
金
」
を
、
平
成
26
年

度
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
子
ど
も
を
養
育
す

る
11
世
帯
に
「
中
学
校
卒
業
祝
い
金
」
を
苓

北
町
新
ふ
れ
あ
い
館
で
贈
呈
し
ま
し
た
。

①②一人暮らしのお年寄りお一人お一人に愛情弁当が手渡されました

一人暮らしの高齢者へ
　　　愛情込めた弁当づくり
一人暮らしの高齢者へ
　　　愛情込めた弁当づくり
一人暮らしの高齢者へ
　　　愛情込めた弁当づくり

　一人暮らしの高齢者への弁当づくりが富岡地区女性の
会で行われ、高齢者のお宅へ手作り弁当が届けられまし
た。
　愛情たっぷりのお弁当を作った同会会長に、その様子
を紹介していただきます。

　２月22日早朝より、32人の会員の皆さんが集まって
愛情弁当作りをしました。富岡地区女性の会は毎年、年
間活動の一環として一人暮らしの高齢者の皆さんへ手作
り弁当をお届けしています。今年のメニューは豆腐入り
煮込みハンバーグのあんかけ、カリフラワーの酢みそ和
え、旬の野菜の煮物など７品目。材料代は社会福祉協議
会からいただき、全員で心を込めて調理しました。でき
上がったら温かいうちに召し上がっていただきたいと、
各地区の会員さんが手分けして68人の皆さんへお届け
に回りました。前もってハガキでお知らせしていたので、
皆さん心待ちにしてくださり「まあ、すみません。いつ
もありがとうございます。」ととても喜んでくださり、
楽しいひとときを過ごさせていただきました。

高 村 政 子 さん富岡地区女性の会会長
1

2

坂瀬川神社の祭、同級生と
ヤエノさん15歳　上段、右から2番目
坂瀬川神社の祭、同級生と
ヤエノさん15歳　上段、右から2番目

祝い金を贈呈する嶋岡事務局長（左）
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子
ど
も
の
医
療
費
補
助
を

拡
大
し
ま
す

福
祉
保
健
課

Information

役
場本庁 ☎35-1111  FAX 35-2454

かかわわ
お知らせお知らせ

らら
版版

第
３
期
富
岡
志
岐
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画（
素
案
）に
関
す
る
意
見

募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を

行
っ
て
い
ま
す

企
画
政
策
課

　

こ
れ
ま
で
、
苓
北
町
子
育
て
支
援
医
療
費

の
全
額
助
成
対
象
者
は
０
歳
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
で
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
中
学

校
３
年
生
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
４
月
か
ら
は
、
中
学
生
も
町

が
契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関
に
お
い
て

「
苓
北
町
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険
診
療
分

（
自
己
負
担
額
２
１
，０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
窓
口
負
担
０
円
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
年
齢
拡
大
に
伴
っ
て
「
苓
北
町
子

育
て
支
援
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
を
新
し

く
作
成
し
、
３
月
下
旬
を
目
途
に
順
次
発
送

し
て
い
き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
附
加
給
付
制
度
の
あ
る
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
の
人
は
、
今
ま
で
通
り
町
が
契
約
し

て
い
る
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
費
を

支
払
い
、
後
日
役
場
福
祉
保
健
課
で
医
療

費
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
道
田

　

☎
○内
１
０
９　

○町
39
―
０
０
０
２

　

町
で
は
、
富
岡
城
か
ら
志
岐
城
に
か
け
た

歴
史
的
文
化
遺
産
の
復
元
と
活
用
を
進
め
る

た
め
「
第
３
期
富
岡
志
岐
地
区
都
市
再
生
整

備
計
画
」
を
策
定
中
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、
計

画
（
素
案
）
を
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
る
意
見
書
、
も
し
く
は
閲
覧

場
所
に
用
意
し
て
い
る
意
見
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
計
画
（
素
案
）
閲
覧
場
所

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
企
画
政
策
課

■
意
見
募
集
期
間

　

３
月
30
日（
月
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

担
当
／
錦
戸

　

☎
○内
２
１
２　

○町
39
―
０
０
０
４

児
童
扶
養
手
当
支
給
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

福
祉
保
健
課

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に
よ
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
を
目
的
と
し

て
、
そ
の
家
庭
に
お
い
て
養
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者

　

「
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も
」
や

「
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も
」
な
ど

を
監
護
す
る
父
や
母
、
ま
た
は
養
育
者
（
祖

父
母
な
ど
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
対
象
児
童
年
齢

　

監
護
す
る
子
ど
も
が
18
歳
に
な
っ
た
年
度

の
3
月
31
日
ま
で（
子
ど
も
が
障
が
い
の
場
合

に
は
20
歳
未
満
）。

■
申
請
方
法

　

申
請
の
理
由
に
よ
り
必
要
な
書
類
が
違
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
福
祉
保
健
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
月
額（
本
年
４
月
か
ら
）

　

９
，９
1
0
円
〜
４
２
，０
０
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
所
得
制
限
額
を
超
え
る
と
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。

※
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額
は
、
２
人
目 

５
，０
０
０
円
、
３
人
目
以
降
は
１
人
に

つ
き
３
，０
０
０
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
道
田

　

☎
○内
１
０
９　

○町
39
―
０
０
０
２

町
道
仏
木
坂
線
の

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ天草

市
土
木
課

　

２
月
５
日
発
行
の
広
報
れ
い
ほ
く
「
お
し

ら
せ
版
」
に
お
い
て
、
苓
北
町
町
道
仏
木
坂

線
（
広
域
農
道
）
か
ら
天
草
市
本
町
方
面
へ

の
通
行
規
制
を
３
月
20
日
ま
で
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
天
草
市
市
道
奈
久
葉
峠
線
道
路

改
良
（
３
号
ト
ン
ネ
ル
）
そ
の
２
工
事
の
た

め
、
引
き
続
き
天
草
市
本
町
方
面
へ
は
通
り

抜
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
通
行
の
際
は
、
工
事
看
板
の
案
内
に

従
い
、
迂
回
路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
規
制
期
間　

８
月
25
日（
火
）ま
で

※
規
制
期
間
は
予
定
で
す
。
工
事
が
終
わ
り

次
第
、
規
制
を
解
除
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

天
草
市
土
木
課

　

☎
32
―
６
７
９
５

■
日
時　

４
月
24
日（
金
）〜
25
日（
土
）

        

午
後
７
時
〜

■
場
所　

苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
条
件　

１
チ
ー
ム
５
人
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。（
男
女
混
合
可
）

■
申
込
締
め
切
り　

４
月
15
日（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
田
美
恵
子　

☎
35
―
０
６
５
３　

参
加
チ
ー
ム
募
集　

同
級
生
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

町
内
同
級
生
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
実
行
委
員
会

５
月
か
ら
苓
北
町
の

健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す福

祉
保
健
課

　

平
成
27
年
度
に
町
の
健
診
を
受
け
る
人
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．
『
公
民
館
健
診
』
を
申
し
込
ま
れ
た
人

に
は
、
５
月
に
健
診
の
案
内
を
し
ま
す
。

２
．
『
病
院
健
診
』
『
国
保
人
間
ド
ッ
ク
』

を
申
し
込
ま
れ
た
人
は
、
ご
自
分
で
病
院

へ
予
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

３
．
『
特
定
健
診
』
『
後
期
高
齢
者
健
診
』

を
病
院
で
受
け
る
人
は
、
ご
自
分
で
病
院

へ
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
は
【
苓
北
町
の
健
診
を
受
け
ま

す
】
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
健
康
保
険
証

も
準
備
し
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
を
受
け
る
人
は
、
事
前
に
問
診

票
を
記
入
し
て
病
院
へ
行
く
と
受
付
が
早

く
で
き
ま
す
。
問
診
票
は
病
院
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
保
険
証
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
各
医
療
機
関
で
は
、
健
診
欄
に
○
印
が
付

い
て
い
る
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
○
印

が
付
い
て
い
な
い
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
瀬
形　

　

☎
○内
１
４
３　

○町
39
―
０
０
０
２

猪口医院
苓北クリニック
天草慈恵病院
苓北医師会病院
天草中央総合病院
健康管理センター
天草地域
健診センター
熊本県総合
保健センター
高野病院総合
健診センター
済生会熊本病院
予防医療センター
日赤熊本健康
管理センター

0969－37－0001
0969－35－1119
0969－37－1730
0969－35－1133

0969－22－0077

0969－24－4166

096－365－2323

096－385－5454

096－351－8155

096－387－6651

予約期間
健診期間

４月～１０月
５月～１０月

４月～１２月
５月～１２月

医療機関名 電話番号 がん検診 国保人間ドック
特定健診

（40歳～74歳）
高齢者の健康診査
（75歳以上）

○
○
○
○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○
○
○
○

○

○

－

－

－

－

○前立腺がんのみ
○前立腺がんのみ

○
○

○

○

○

○

○

○

－
－
○

○男性のみ

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

907651

932151

933051

934351

877951

759251

766351

苓北町
〃

〃
〃

〃

〃

〃

不問
不問

不問
不問

不問

不問

不問

130,000～176,000

150,000～163,000

141,000～153,000

203,000～213,000

130,000～220,000

140,000～199,100

119,152～132,000

767251

775251

776551

785451

688551

667651

621551

593851

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1人
1人

3人
1人

1人

2人

1人

1人
2人
2人
2人
2人
1人
1人
1人

不問
不問
不問
不問
不問
不問
40歳以下
40歳以下

119,152～132,000

195,000～215,000

159,000～174,000

175,000～185,000

160,000～160,000

205,000～267,000

167,600～199,100

168,000～168,000

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 3月6日現在

縫製（パーツアイロン）

看護師
准看護師
正看護師
農作業員
理学療法士
社会福祉士
土木作業員

建築大工見習い
介護福祉士
ケアワーカー（介護員）

管理栄養士
ホテルフロント（日勤のみ）

准看護師または正看護師

縫製（ボタン付け・ボタン穴かがり）
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　温泉センター麟泉の湯の休館日は毎月第１・第
３水曜日でしたが、４月から毎月第１・第３木曜
日に変わります。
　町民皆さまにはご理解とご協力をいただき、引
き続き麟泉の湯をご愛顧くださいますようお願い
いたします。
※４月の第１木曜日（２日）は開館していますので
ご利用ください。
■問い合わせ先　商工観光課　担当／松井
　☎○内１１４　○町39－００００

温泉センターの休館日が
変わります

退職(失業)による特例免除制度
　厚生年金に加入していた人が２０歳以上６０歳未満で退
職(失業)すると、市区町村役場で国民年金の第１号被保険
者になるための手続きを行い、月額１５，２５０円（平成２７年
度は１５，５９０円）の保険料を納めることになります。
　一方、保険料を納めることが経済的に困難な人には、
申請によって保険料の納付を免除される制度があります。
　免除制度を利用すると、保険料を納めなくとも、免除
された期間は次のように扱われます。①老齢基礎年金・
老齢厚生年金の受給資格期間の２５年に算入されます。②
老齢基礎年金の２分の１の年金額が保障されます。（全額
免除の場合）③障害基礎年金・遺族基礎年金の受給資格期
間に算入されます。
■退職(失業)時の特例免除制度
　また、免除申請する年度またはその前年度に退職(失業
)した人は、特例免除制度を利用できます。この特例免除
では、通常は審査の対象となるご本人の所得の状況を除
外して審査が行われます。ただし、配偶者、世帯主に一
定以上の所得があるときは免除が認められないことがあ
ります。
■手続き
　特例免除の申請には、住民票のある市区町村役場へ「国
民年金保険料免除申請書」を提出（郵送可）する必要があり
ます。
　手続きに必要なものは、①年金手帳または納付書など
基礎年金番号が分かるもの、②認め印（本人が署名する場
合は不要）、③失業していることを確認できる公的機関の
証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票など）となっ
ています。
■被扶養配偶者の人
　厚生年金加入者の２０歳以上６０歳未満の被扶養配偶者
の人は、配偶者の退職(失業)によって、国民年金の種別
が、第３号被保険者から第１号被保険者にかわり、保険
料の納付義務が生じますので、市区町村役場で変更の手
続きが必要です。
　この被扶養配偶者だった人も、配偶者の人が上記の退
職(失業)時の特例免除に該当すれば、同時に免除申請を
することによって、免除が認められることになっています。
　なお、免除された期間については、１０年以内に「追納」
をして、老齢基礎年金の年金額を増やすこともできます。
　免除制度と追納制度の詳細については、下記までご相
談ください。
■問い合わせ先
役場税務住民課　担当／小林　
☎○内１０６　○町 39－０００２
本渡年金事務所　☎24-２１１２

商工観光課

　本年４月１日から、苓北町巡回バスの運行を開始し
ます。
　現在の温泉バスから運行時間・ルートが変わりま
す。詳しくは、別添チラシ（苓北町巡回バス運行計
画）をご覧ください。
■問い合わせ先　企画政策課　担当／宮﨑
　☎○内２１２　○町39－０００４

苓北町巡回バスを
運行します 企画政策課

●交通事故発生状況
　苓北町では２月末日現在、２件の交通事故（負傷者
２人）が発生。天草署管内では２６件（負傷者２９人、死
者１人）が発生しています。

《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

2月
受付分

休館日　16日（木）のみ

毎週水曜日

休館日のお知らせ休館日のお知らせ ４月

（敬称略）

雅　樹・春　佳
明　仁・鮎　美
剛　生・　綾
松　紀・ありさ
和　寛・佳　未
正　文・春　奈
　成　・安由美
和　志・由　加
義　孝・千恵子

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

（敬称略）

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

（平成27年2月支出分）
金　額区　分

弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
２月計

件数 
０件
０件
０件
０件
０件
０件
１６件
０件
１６件

0円
0円
0円
0円
0円
0円

７７，７４０円
0円

７７，７４０円

■問い合わせ先　役場総務課　☎○内２０７　○町35－1111

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者
和　田　　錦戸　  成 （じょう）
川　向　　宮﨑　明依（めい）
木　場　　竹上　  菊 （きく）
中　通　　野嶋　柚希（ゆずき）
明神山　　藤崎　悠斗（ゆうと）
春の迫　　野島　詩生（しき）
四丁目　　坂本　光綺（こうき）
出来町　　黒瀬　大晴（たいせい）
狸河内　　田山　月梨（るり）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　  　妻　氏　名

三丁目　   森　 正太　　  浜　　　 笹嶋　鞠奈

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　　 年齢
平　山　　林田　善男　　　88歳
天神木　　杉本　航　　　　29歳
馬　場　　平井利惠保　　　69歳
内　田　　守山ヨシエ　　　89歳
内　田　　松田登志江　　　79歳
下　向　　田尻　良一　　　89歳
平　木　　平野　滿廣　　　94歳
元　袋　　吉森　君代　　　94歳
尾　越　　永野マサヱ　　　95歳
四丁目　　立場　昭代　　　85歳
新　町　　森田　正春　　　87歳
出来町　　原　　昌子　　　86歳
本　郷　　林田　久　　　　78歳
本　郷　　青瀬　靜雄　　　76歳

 
●社協寄付（２月受付分）
光田　便　さん　八藤後憲治さん
迫田　常男さん　稲尾紀美子さん
永野　義隆さん　平井　由一さん
杉本はる陽さん　村田　敬一さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.2.16～Ｈ27.3.13）
時田　政治さん（福岡県）平井　紀子さん（熊本県）
濱崎　金満さん（兵庫県）尾﨑　忠　さん（兵庫県）
福田　末美さん（埼玉県）渡辺　英孝さん（奈良県）
●ふるさと寄付金（１月 ・２月受付分）
　４件　　７１，５５０円

※４月から休館日が毎月第１・第３木曜日となります。
　詳しくは22ページをごらんください。

お得な情報
　４月１日から４月７日まで、全入館者無料で

　ご利用できます。

麟泉の湯 ☎35－3770

温泉プール ☎35－3301

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、ＩＰ
　電話、光電話からは☎０９６－３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に
応じます 天草保健所

休日当番医4月
４月５日（日）
　　12日（日）
　　19日（日）
　　26日（日）
　　29日（水･祝）

☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎35-1133
☎37-1111

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
医師会病院
慈恵病院

（内科）
（外科）
（内科）
（内科）

（内・整・ﾘﾊ・泌）

※休日当番医は3月13日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。
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